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令和８年度メディアを活用したイノベーション拠点の

魅力発信業務に係る公募型プロポーザル Q&A 
令和８年 ９月１８日 

 

 

Q1 

令和 8年度補助金採択者 18者のうち、市として特に取材・連携を希望される対象者はご

ざいますか。 

また、取材対象者の選定については、市が希望する対象者に限定する必要があるのか、

優先的に選定すべきなのか、あるいは受託事業者側で自由に選定して差し支えないのか

についても、併せてご教示いただけますか。 

A 

今回のプロポーザルにおいては、イベント企画に関するご提案を含めて募集しておりま

す。そのため、あらかじめ市として特定の取材対象者を指定（限定や優先など）するこ

とはございません。 

取材対象者につきましては、ご提案いただくイベントの企画内容に即した対象者を想定

しております。実際の選定にあたっては、ご提案内容をもとに本市と協議の上で決定さ

せていただきます。 

Q2 イベントにおける飲食物およびアルコールの提供は可能ですか。 

A 
本事業におけるイベントにおきましては、飲食物およびアルコールの提供は想定してお

りません。 

Q3 過年度事業における PR実績や成果、実施を通して残った課題などを共有いただけますか。 

A 
イベント開催により 53名の参加を得て一定のネットワーク形成が図れたと認識していま

す（利用者と拠点のマッチングに関する効果検証は困難）。 

Q4 
前年度の制作物や効果測定の数値などを、企画検討の参考として共有することはできま

すか。 

A 
具体的な実績といたしましては、雑誌への情報掲載（イベント情報および採択施設 18

件）や施設取材による PR動画の制作・配信等を実施しております。 

 


